
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】従来の足湯設備では、足湯を利用する際、上流

から流れ出た湯に多くの人が足を入れ利用している。同

時に多くの人が利用し、石鹸できれいに洗い落としてか

ら利用するものでもないため、衛生的ではないのではと

の疑問が解消する。

【解決手段】個別に使用できるよう横に仕切りを設け、

前又は後ろから湯が足湯に流れ入り、後ろ又は前から湯

が流れ出るようにした。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 足 湯 の 湯 を 個 人 又 は 数 人 で 個 別 に 利 用 で き る よ う に し た 足 湯 設 備 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 足 湯 の 湯 を 個 人 又 は 数 人 で 個 別 に 使 用 で き る 足 湯 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 足 湯 設 備 で は 、 上 流 か ら の 湯 に 多 く の 人 が 足 を 入 れ 利 用 す る 。 （ 図 ２ ）
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 多 く の 人 が 利 用 し 、 同 じ 湯 を 利 用 す る た め 、 衛 生 的 で な い の で は ？ と 考 え ら れ
、 気 分 的 に も ゆ っ た り 出 来 な く 落 ち 着 か な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 個 別 に 使 用 で き る よ う 仕 切 り を 設 け 、 前 又 は 後 ろ か ら 湯 が 流 れ 入 り 、 後 ろ 又 は
前 か ら 湯 が 流 れ 出 る よ う に 考 案 し た （ 図 １ ） 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 よ っ て 、 本 考 案 の 足 湯 に よ り 、 足 湯 設 備 を 個 別 に 利 用 で き る た め 、 従 来 の 足 湯 に 対 し て
感 じ て い た 衛 生 的 で は な い の で は ？ と の 疑 問 が 解 消 さ れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 に 係 る 横 仕 切 り ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 湯 Ｙ を 前 又 は 後 か ら 流 入 し 、 後 又 は 前
へ 流 出 す る 。 湯 入 口 側 仕 切 り ３ に は バ ル ブ 付 又 は 閉 止 栓 付 き 湯 口 １ が あ り 、 湯 出 口 側 の 仕
切 り ４ は 足 湯 の 湯 量 に 合 わ せ た 高 さ に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 　 本 考 案 に 係 る 足 湯 １ ０ は 、 座 席 下 の 湯 入 口 側 仕 切 り ３ よ り 足 湯 １ ０ に 流 入 し 、
前 方 の 湯 出 口 側 の 仕 切 り ４ に 流 れ 出 る 個 別 足 湯 設 備 の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 従 来 の 足 湯 設 備 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ 　 　 バ ル ブ 付 湯 口
　 ２ 　 　 横 仕 切 り
　 ３ 　 　 湯 入 口 側 仕 切 り
　 ４ 　 　 湯 出 口 側 仕 切 り
　 ５ 　 　 座 席
１ ０ 　 　 足 湯
　 Ｙ 　 　 湯
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 補 正 方 法 】 変 更
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
個 別 利 用 で き る よ う 足 湯 の 湯 流 れ を 変 更 す る と 共 に 仕 切 り を 設 け た 個 別 足 湯 設 備 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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そ こ で 、 個 別 に 使 用 で き る よ う 仕 切 り を 設 け る と 共 に 、 前 又 は 後 ろ か ら 湯 が 個 別 足 湯 に 流
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